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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

1 総
文化活動推進
及び支援事業

文化を核として
本市のまちづく
りを総合的に推
進するととも
に、各種団体等
を支援する。

市民

定
例
定
型

文化活動の推進 適宜 適宜 適宜 410

業
務
計
画

1日（２
回公演） Ａ

次世代の子ども達が文化
に触れる機会（こころの
劇場については、市域全
域の小学校５年生を対
象）を共催で実施し、文
化の振興と本物の芸術に
触れる機会を提供し、事
業の指標を概ね達成し、
成果があがった。

1
文化活動推進
及び支援事業

茅ヶ崎美術家協
会が主催する展
覧会の入賞者へ
の褒賞

褒賞対象
点数

年３点 年３点 13

業
務
計
画

1
文化活動推進
及び支援事業

劇団四季「ここ
ろの劇場」の共
催

開催回数 年１回
１回（７月
11日実施）

185

業
務
計
画

1
文化活動推進
及び支援事業

茅ヶ崎市文化団
体協議会への支
援

補助金の支出
時期

平成２６年
５月

平成２６年
７月７日

160

業
務
計
画

1
文化活動推進
及び支援事業

文化行政推進に
必要物品等

展示パネル ３枚 ― 52

業
務
計
画

1
文化活動推進
及び支援事業

神奈川県市町村
文化行政連絡会
議への出席

出席回数 年１回
１回（5
月）

業
務
計
画

2 総
文化生涯学習
プランの推進
及び支援事業

文化生涯学習プ
ラン（平成２４
～３２年度）に
基づく事業の着
実な推進を図
る。

市

定
例
定
型

推進委員会の開
催

年４回 年４回 年５回 1,185

業
務
計
画

４回 Ａ

平成２６年度において
は、初めて、庁内連絡調
整会議と審議会の意見交
換会を開催し、プランの
推進に向けて一定の成果
があった。

2
文化生涯学習
プランの推進
及び支援事業

プラン推進委員
会の開催

開催回数 年４回 年４回 300

業
務
計
画

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動
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1 総
文化活動推進
及び支援事業

1
文化活動推進
及び支援事業

1
文化活動推進
及び支援事業

1
文化活動推進
及び支援事業

1
文化活動推進
及び支援事業

1
文化活動推進
及び支援事業

2 総
文化生涯学習
プランの推進
及び支援事業

2
文化生涯学習
プランの推進
及び支援事業

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

420,854 420,854

0.53 397

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

茅ヶ崎美術家協
会が主催する展
覧会の入賞者へ
の褒賞

褒賞対象
点数

年３点 12

業
務
計
画

維
持

劇団四季「ここ
ろの劇場」の共
催

開催回数 年１回 200

業
務
計
画

維
持

茅ヶ崎市文化団
体協議会への支
援

補助金の支出
時期

平成２７年
６月

160

業
務
計
画

維
持

文化行政推進に
必要物品等

必要物品の購
入

適宜 29

業
務
計
画

維
持

神奈川県市町村
文化行政連絡会
議への出席

出席回数 年１回

業
務
計
画

予
算
な
し

0.87 1,345

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

プラン推進委員
会の開催

開催回数 年４回 460

業
務
計
画

維
持

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

2
文化生涯学習
プランの推進
及び支援事業

庁内連絡調整会
議及び担当者部
会の開催

開催回数 年５回 年２回 885

業
務
計
画

3 総

次世代が文化
芸術に触れる
機会の創出事
業（アウト
リーチ事業
等）

次世代を担う子
どもたちの豊か
な創造性、感受
性をはぐくむこ
とを目的に、施
設外での出前的
事業等を行い、
児童・生徒等が
文化芸術に触れ
る機会の増加を
図る。

市民
（主に
児童・
生徒）

定
例
定
型

講座実施回数 ５回 ５回 ５回 150

業
務
計
画

４回 Ａ

アウトリーチ（出張事
業）４回の他、美術館に
おいても美術館職員によ
る学校連携事業が５回実
施されたことで、中学校
美術部や小学校での文化
芸術に触れる機会を提供
し、成果があがった。

3

次世代が文化
芸術に触れる
機会の創出事
業（アウト
リーチ事業
等）

次世代育成事業
美術館次世代
対象講座等実
施回数

年５回 年４回 150

業
務
計
画

4 総

湘南広域都市
行政協議会広
域文化活動部
会事務

二市一町の独自
活動をしている
文化団体が一堂
に会し、合同で
事業を行い、交
流を深め、地域
文化の活性化を
図る。

二市一
町の市
民及び
担当職
員

定
例
定
型

開催数 年1回の開催
年1回の開催
(参加団体数）

年1回の開催
(参加団体数）

168

１回(参
加団体数
１４団
体）

Ａ

平成２６年度は、初のダ
ンス団体を対象とした交
流事業を実施し、様々な
世代の参加が可能な事業
となり、成果があった。

4

湘南広域都市
行政協議会広
域文化活動部
会事務

湘南広域都市行
政協議会広域文
化活動部会への
参加

部会への出席
回数

年３回 年４回 168

4

湘南広域都市
行政協議会広
域文化活動部
会事務

湘南文化交流会
の開催

開催時期
平成２７年
２月

平成２７年
２月１日

5 総

藤沢市・茅ヶ
崎市・寒川町
収蔵作品展事
業

二市一町が収蔵
する地域ゆかり
の作家の作品を
中心に作品展を
開催し、文化芸
術の振興を図
る。

市

定
例
定
型

二市一町収蔵作
品展の開催

年１回 年１回 年１回 0 １回 Ａ

湘南地区にゆかりの人物
である「井上有一　湘南
の墨跡」展を開催すると
共に、記念講演会を開催
し好評を得、成果があっ
た。
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

2
文化生涯学習
プランの推進
及び支援事業

3 総

次世代が文化
芸術に触れる
機会の創出事
業（アウト
リーチ事業
等）

3

次世代が文化
芸術に触れる
機会の創出事
業（アウト
リーチ事業
等）

4 総

湘南広域都市
行政協議会広
域文化活動部
会事務

4

湘南広域都市
行政協議会広
域文化活動部
会事務

4

湘南広域都市
行政協議会広
域文化活動部
会事務

5 総

藤沢市・茅ヶ
崎市・寒川町
収蔵作品展事
業

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

庁内連絡調整会
議及び担当者部
会の開催

開催回数 年５回 885

業
務
計
画

維
持

0.25 204

業
務
計
画

位置付け
ないが取
り組みを
進める

不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

次世代育成事業
美術館次世代
対象講座等実
施回数

年５回 200

業
務
計
画

位置付け
ないが取
り組みを
進める

①事業実施主
体の最適化

１６回

次世代を担う
子供たちに芸
術文化の鑑賞
機会の提供を
すること

26
事業の周知と成
果の発表の手法
を検討し広報の
充実を図る

維
持

0.12 168 なし 済 未 高 高 中 現状維持
維
持

湘南広域都市行
政協議会広域文
化活動部会への
参加

部会への出席
回数

年３回 168
維
持

湘南文化交流会
の開催

開催時期
平成２８年
１月

予
算
な
し

0.11 338 なし 済
二市一町合同で
作品展を開催し
た。

未 高 高 中 現状維持
維
持
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

5

藤沢市・茅ヶ
崎市・寒川町
収蔵作品展事
業

二市一町美術展
の開催

開催回数 年１回

年１回（平
成２６年１
２月７日～
平成２７年
２月1日）

0

5

藤沢市・茅ヶ
崎市・寒川町
収蔵作品展事
業

二市一町美術展
会議の開催

開催回数 適宜 年４回

6 総
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

茅ヶ崎市ゆかり
の文人等を紹介
する資料などを
展示する機会や
展示スペースの
確保を検討す
る。

市
政
策
事業の進捗状況

庁内調整、人
物館の設計、
整備着手

庁内調整、人
物館の整備、
供用開始

人物館の運
営、維持管
理、情報発信

164,723

業
務
計
画

プレオー
プン Ａ

平成27年2月11日にプレ
オープンして企画展（第
１部）を開催した。

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

（仮称）茅ヶ崎
ゆかりの人物館
建設工事

建設工期 １２月 １月 143,329

業
務
計
画

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

（仮称）茅ヶ崎
ゆかりの人物館
関係団体等との
協議

関係機関との
協議

適宜 １回

業
務
計
画

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

情報発信
ホームページ
の充実

適宜
７コンテン
ツ

業
務
計
画

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

（仮称）茅ヶ崎
ゆかりの人物館
建物整備に伴う
予算案の作成

予算案の作成 ７月 ７月 21,204

業
務
計
画

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

（仮称）茅ヶ崎
ゆかりの人物館
の開館

プレオープン
時期

平成２７年
１月

２月

業
務
計
画

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

（仮称）茅ヶ崎
ゆかりの人物館
検討会議の設置

有識者会議の
設置

7月 １２月

業
務
計
画
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

5

藤沢市・茅ヶ
崎市・寒川町
収蔵作品展事
業

5

藤沢市・茅ヶ
崎市・寒川町
収蔵作品展事
業

6 総
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

二市一町美術展
の開催

開催回数 年１回 338
維
持

二市一町美術展
会議の開催

開催回数 適宜

予
算
な
し

2.13 8,844

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

業
務
計
画

予
算
な
し

業
務
計
画

予
算
な
し

情報発信、広報
活動の充実

情報発信回数 適宜

業
務
計
画

予
算
な
し

業
務
計
画

予
算
な
し

業
務
計
画

予
算
な
し

業
務
計
画

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

（仮称）茅ヶ崎
ゆかりの人物館
設置条例の策定

開館前 １月 １月

業
務
計
画

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

（仮称）茅ヶ崎
ゆかりの人物館
の開館有識者会
議の開催

会議の開催 適宜 ４回 190

業
務
計
画

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

業
務
計
画

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

業
務
計
画

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

業
務
計
画

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

業
務
計
画

7 総
美術品購入事
業

美術館の独自性
を発揮するた
め、茅ヶ崎市に
ゆかりの深い美
術家の作品を収
集する。

委員及
び市民

定
例
定
型

美術品審査委員
会の開催

年２回開催
年２回開催
（検討作品
数）

年２回開催
（検討作品
数）

57

１回
(検討作
品数２
点）

Ａ

審査委員会の開催回数は
１回ではあったが、ゆか
りの人物の作品の寄贈受
け入れ及び購入につい
て、事前調整を含めた検
討を行うことができたた
め、成果はあった。

7
美術品購入事
業

美術品審査委員
会の開催

開催回数 年２回 年１回 12

7
美術品購入事
業

美術品の購入 購入額
（年間）

年
1,000,000
円

購入なし 0



業務棚卸評価シート

（右側）
8/42

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

6
茅ヶ崎ゆかり
の人物紹介事
業

7 総
美術品購入事
業

7
美術品購入事
業

7
美術品購入事
業

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

業
務
計
画

予
算
な
し

茅ヶ崎ゆかりの
人物館運営委員
会会議の開催

会議の開催 ４回 240

業
務
計
画

維
持

管理業務及び運
営庶務

開館日数 １６８日 4,242

業
務
計
画

維
持

事業実施回数
開催回数 年５回 2,667

業
務
計
画

維
持

清掃等の維持管
理業務 清掃業務日数 １６８日 1,263

業
務
計
画

維
持

光熱水費等維持
管理に係る支出

支出項目数 　年３項目 432

業
務
計
画

維
持

0.09 4,195 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
増
や
す

美術品審査委員
会の開催

開催回数 年２回 86
維
持

美術品の購入等
受け入れ

検討点数 ３点 3,509
増
や
す



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

7
美術品購入事
業

収蔵美術品の補
修等

補修点数 適宜 １点 45

7
美術品購入事
業

収蔵作品額縁作
成委託等

委託件数 適宜 実施せず 0

7
美術品購入事
業

美術品運搬委託 運搬回数 年１回 実施せず 0

8 総
茅ヶ崎市美術
館運営管理事
業

適正な維持管理
を行い、来館者
の鑑賞環境を保
持し、文化の拠
点としての役割
を担うためのよ
り良い運営を行
う。

市

定
例
定
型

運営委員会の開
催回数

年２回 年２回 年２回 11,921

１回（指
定管理者
との運営
管理に関
する打合
せ１２
回）

Ａ

運営委員会の開催は１回
であったが、随時必要に
応じて美術館の運営に関
し、事業の進捗状況の報
告や広報に関する検討を
行うと共に、施設の管理
については適切な修繕と
維持管理を行い、来館者
の鑑賞環境の保持につい
ては一定の成果があがっ
た。

8
茅ヶ崎市美術
館運営管理事
業

美術館運営委員
会の開催

開催回数 年２回 年１回 63

8
茅ヶ崎市美術
館運営管理事
業

美術館運営の管
理監督

月報等の
審査回数

年１２回
（月１回）

年１２回
（月１回）

8
茅ヶ崎市美術
館運営管理事
業

施設設備の修繕
等管理業務

修繕等項目数 適宜 3か所 2,264

8
茅ヶ崎市美術
館運営管理事
業

美術館の光熱水
費（電気料）の
支出

支出項目数 年１項目 年１項目 9,594



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

7
美術品購入事
業

7
美術品購入事
業

7
美術品購入事
業

8 総
茅ヶ崎市美術
館運営管理事
業

8
茅ヶ崎市美術
館運営管理事
業

8
茅ヶ崎市美術
館運営管理事
業

8
茅ヶ崎市美術
館運営管理事
業

8
茅ヶ崎市美術
館運営管理事
業

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

収蔵美術品の補
修等

補修点数 適宜 400
維
持

収蔵作品額縁作
成委託等

委託件数 適宜 200
維
持

予
算
な
し

0.3 12,777 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

美術館運営委員
会の開催

開催回数 年２回 130
維
持

美術館運営の管
理監督

月報等の
審査回数

年１２回
（月１回）

予
算
な
し

施設設備の修繕
等管理業務

修繕等項目数 適宜 2,953
維
持

光熱水費等維持
管理に係る支出
（電気料）

支出項目数 年１項目 9,694
維
持



業務棚卸評価シート
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

9 総

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

多様化する住民
のニーズにより
効果的・効率的
に対応するため
に、民間のノウ
ハウを生かし住
民サービスの向
上や経費の節減
を図る。

財団

定
例
定
型

モニタリング 年４回 年４回 年４回 63,085

業
務
計
画

４回 Ａ

定期的にモニタリングと
管理運営に関するヒアリ
ングを行い、特に平成２
６年度は、環境に配慮し
た管理に関する指導を行
い、いっそうのサービス
の向上や経費の節減につ
がるようにモニタリング
の機会を活かした。

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

美術館の運営業
務
（指定管理）

開館日数 年２５５日 ２５０日 63,085

業
務
計
画

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

美術館の使用承
認業務
（指定管理）

利用件数 年２００件 ４５３件

業
務
計
画

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

常設展、企画展
及び講座等の事
業の実施
（指定管理）

実施数 年５０事業 ５４事業

業
務
計
画

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

指定管理業務モ
ニタリング（月
次報告）

月次報告の評
価回数

年１２回
（月１回）

年１２回
（月１回）

業
務
計
画

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

指定管理業務モ
ニタリング（年
次報告）

年次報告の評
価回数

年１回 年１回

業
務
計
画

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

指定管理業務モ
ニタリング（利
用者アンケー
ト）

利用者アン
ケートの実施
回数

年１回 年１回

業
務
計
画

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

指定管理業務モ
ニタリング（実
地調査）

導入施設への
実地調査回数

年４回 年４回

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
12/42

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

9 総

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

0.36 62,991

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

美術館の運営業
務
（指定管理）

開館日数 年２５５日 62,981

業
務
計
画

維
持

美術館の使用承
認業務
（指定管理）

利用件数 年２００件

業
務
計
画

予
算
な
し

常設展、企画展
及び講座等の事
業の実施
（指定管理）

実施数 年５０事業

業
務
計
画

予
算
な
し

指定管理業務モ
ニタリング（月
次報告）

月次報告の評
価回数

年１２回
（月１回）

業
務
計
画

予
算
な
し

指定管理業務モ
ニタリング（年
次報告）

年次報告の評
価回数

年１回

業
務
計
画

予
算
な
し

指定管理業務モ
ニタリング（利
用者アンケー
ト）

利用者アン
ケートの実施
回数

年１回

業
務
計
画

予
算
な
し

指定管理業務モ
ニタリング（実
地調査）

導入施設への
実地調査回数

年４回

業
務
計
画

予
算
な
し
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

清掃業務、その
他衛生・害虫駆
除等
（指定管理）

日常清掃の実
施日数

年２５５日 ２６３日

業
務
計
画

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

設備の保守点検
（指定管理）

保守点検の項
目数

年１３項目 年１３項目

業
務
計
画

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

閉館時の警備
（指定管理）

警備日数 年３６５日 年３６５日

業
務
計
画

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

美術館の光熱水
費(上下水道）等
の支出
（指定管理）

支出項目数 年１項目 年１項目

業
務
計
画

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

10 総
文化振興基金
事業

芸術・文化の振
興等を行うた
め、市民・民間
と行政が一体と
なって、財政基
盤を確立する。

市民

定
例
定
型

基金の積み立て
（最終目標額
５億円）

（最終目標額
５億円）

（最終目標額
５億円）

600
82,705,9
03円 Ｂ

文化の振興に向けた基金
の目的の達成に向けて現
時点で、最終目標額に向
けてまだ結果は出ていな
いが、今後も継続的に寄
附を募ることで成果が見
込める。

10
文化振興基金
事業

文化振興基金の
積立金の管理及
び採納事務

利息等の積立
時期

平成２７年
３月

平成２７年
３月

600

11 総

茅ヶ崎市文
化・スポーツ
振興財団との
連絡・調整事
務

茅ヶ崎市文化・
スポーツ振興財
団と連携をとり
円滑な運営及管
理を図る。

財団

定
例
定
型

会議の開催 年６回程度 年６回程度 年６回程度

業
務
計
画

６回 Ａ
円滑な運営管理のため、
会議等を開催し、成果が
あった。

11

茅ヶ崎市文
化・スポーツ
振興財団との
連絡・調整事
務

財団への連絡及
び調整事務

市民文化会館
の開館日数

年２９２日 年２９２日

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
14/42

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

9

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市美
術館）

10 総
文化振興基金
事業

10
文化振興基金
事業

11 総

茅ヶ崎市文
化・スポーツ
振興財団との
連絡・調整事
務

11

茅ヶ崎市文
化・スポーツ
振興財団との
連絡・調整事
務

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

清掃業務、その
他衛生・害虫駆
除等
（指定管理）

日常清掃の実
施日数

年２５５日

業
務
計
画

予
算
な
し

設備の保守点検
（指定管理）

保守点検の項
目数

年１３項目

業
務
計
画

予
算
な
し

閉館時の警備
（指定管理）

警備日数 年３６５日

業
務
計
画

予
算
な
し

美術館の光熱水
費(上下水道）等
の支出
（指定管理）

支出項目数 年１項目

業
務
計
画

予
算
な
し

指定管理者選定
委員会

指定管理者選
定委員会の開
催

年１回 10

業
務
計
画

増
や
す

0.07 257 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

文化振興基金の
積立金の管理及
び採納事務

利息等の積立
時期

平成２８年
３月

257
維
持

0.49

業
務
計
画

あり 不可 未 高 中 高 現状維持
維
持

財団への連絡及
び調整事務

市民文化会館
の開館日数

年２９２日

業
務
計
画

あり
③外郭団体の
経営改善

平成26年度

外郭団体への
アウトソーシ
ング事業の決
定時期

26 アウトソーシン
グ事業の実施

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

11

茅ヶ崎市文
化・スポーツ
振興財団との
連絡・調整事
務

再整備に伴う対
応可能業務の検
討

対応可能業務
の検討

平成２７年
３月

６回

業
務
計
画

11

茅ヶ崎市文
化・スポーツ
振興財団との
連絡・調整事
務

再整備に伴う文
化振興財団の解
決すべき課題の
抽出・解決方法
の検討及び実施

課題の解決方
法の検討及び
実施

平成２７年
３月

６回

業
務
計
画

12 総
市民文化祭の
開催

市民の文化活動
の成果の社会還
元としての発表
の場の提供及び
交流の場の提供
のため文化祭を
開催を行う。

市民

定
例
定
型

開催日数及び行
事数

開催日数27日
間
行事数26件

開催日数26日
間
行事数27件

開催日数27日
間
行事数27件

3,332

開催日数
26日間
行事数27
件

Ａ

市内で文化振興のために
活動する団体による様々
な事業を展開できたこと
で指標を達成し、成果が
あがった。

12
市民文化祭の
開催

文化祭の開催
（委託）

開催日数 ３９日 ２６日 1,935

12
市民文化祭の
開催

会場等借上事務
及び表彰事務等

行事数 ２７件 ２７件 1,397

13 総
レインボー
フェスティバ
ル事業

里山公園が広く
市民に親しま
れ、地域の交流
と活性化を促進
しもって地域の
発展に寄与す
る。

市民

定
例
定
型

参加人数 年50,000人 年50,000人 年50,000人 1,759 43,000人 Ａ

地域住民で組織された実
行委員会を３回開催し、
当時の参加団体１２８団
体と、目標は概ね達成し
た

13
レインボー
フェスティバ
ル事業

レインボーフェ
スティバルの開
催

参加団体 １３０団体 １２８団体 1,759

13
レインボー
フェスティバ
ル事業

レインボーフェ
スティバルの開
催庶務

実行委員会の
集積回数

年３回 年３回

14 総
茅ヶ崎市民文
化会館維持管
理事業

市民文化会館の
円滑な管理運営
を行うため、施
設及び設備の維
持管理を行う。

市民

定
例
定
型

修繕の状況 随時修繕 随時修繕 随時修繕 4,116 ６か所 Ａ

茅ヶ崎市民文化会館に関
し適切な修繕を行うこと
で管理に関し安全・安心
な利用が出来るようにし
た。



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

11

茅ヶ崎市文
化・スポーツ
振興財団との
連絡・調整事
務

11

茅ヶ崎市文
化・スポーツ
振興財団との
連絡・調整事
務

12 総
市民文化祭の
開催

12
市民文化祭の
開催

12
市民文化祭の
開催

13 総
レインボー
フェスティバ
ル事業

13
レインボー
フェスティバ
ル事業

13
レインボー
フェスティバ
ル事業

14 総
茅ヶ崎市民文
化会館維持管
理事業

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

再整備に伴う対
応可能業務の検
討

対応可能業務
の検討

平成２８年
３月

業
務
計
画

あり
③外郭団体の
経営改善

平成26年度

外郭団体への
アウトソーシ
ング事業の決
定時期

26 アウトソーシン
グ事業の実施

予
算
な
し

再整備に伴う文
化振興財団の解
決すべき課題の
抽出・解決方法
の検討及び実施

課題の解決方
法の検討及び
実施

平成２８年
３月

業
務
計
画

あり
③外郭団体の
経営改善

平成26年度

外郭団体への
アウトソーシ
ング事業の決
定時期

26 アウトソーシン
グ事業の実施

予
算
な
し

0.17 3,458 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

文化祭の開催
（委託）

開催日数 ３９日 1,935
維
持

会場等借上事務
及び表彰事務等

行事数 ２７件 1,523
維
持

0.18 1,759 なし 不可 未 高 高 中 現状維持
維
持

レインボーフェ
スティバルの開
催

参加団体 １３０団体 1,759
維
持

レインボーフェ
スティバルの開
催庶務

実行委員会・
事務局会議の
開催回数

年６回

予
算
な
し

0.77 4,365 あり 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持



業務棚卸評価シート
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

14
茅ヶ崎市民文
化会館維持管
理事業

施設設備の修繕
等管理業務

修繕等項目数 適宜 8回 4,116

14
茅ヶ崎市民文
化会館維持管
理事業

会館運営の管理
監督

月報等の
審査回数

年１２回
（月１回） 年12回

15 総

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

多様化する住民
のニーズにより
効果的・効率的
に対応するため
に、民間のノウ
ハウを生かしな
がら住民サービ
スの向上や経費
の節減を図る。

財団

定
例
定
型

モニタリング 年４回 年４回 年４回 194,647

業
務
計
画

４回 Ａ

定期的にモニタリングを
行い、施設の管理や事業
の実施状況等、指定管理
者の指導監督を行い、住
民サービスの向上や経費
の節減につなげた

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

会館の運営業務
（指定管理）

開館日数 年２９３日 年２９３日 194,637

業
務
計
画

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

指定管理者選定
委員会

指定管理者選
定委員会の開
催

年１回 年１回 10

業
務
計
画

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

会館の使用承認
及び庶務
（指定管理）

使用申請の件
数

年4,000件 年4,000件

業
務
計
画

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

会館使用料の収
納事務
（指定管理）

使用承認の件
数

年4,000件 年4,000件

業
務
計
画

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

指定管理業務モ
ニタリング（月
次報告）

月次報告の評
価回数

年１２回
（月１回）

年１２回
（月１回）

業
務
計
画

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

指定管理業務モ
ニタリング（年
次報告）

年次報告の評
価回数

年１回 年１回

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

14
茅ヶ崎市民文
化会館維持管
理事業

14
茅ヶ崎市民文
化会館維持管
理事業

15 総

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

施設設備の修繕
等管理業務

修繕等項目数 適宜 4,365 あり
④選択と集中
の徹底・自主
財源の確保

１１０５０円/
月

市民文化会館
月額広告掲載

料
25

会館内の柱や壁
面を利用し。公
募により広告掲
載者を募集す
る。

維
持

会館運営の管理
監督

月報等の
審査回数

年１２回
（月１回）

予
算
な
し

0.56 201,000

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

会館の運営業務
（指定管理）

開館日数 年２９３日 201,000

業
務
計
画

維
持

指定管理者選定
委員会

指定管理者選
定委員会の開
催

年１回

予
算
な
し

会館の使用承認
及び庶務
（指定管理）

使用申請の件
数

年4,000件

業
務
計
画

予
算
な
し

会館使用料の収
納事務
（指定管理）

使用承認の件
数

年4,000件

業
務
計
画

予
算
な
し

指定管理業務モ
ニタリング（月
次報告）

月次報告の評
価回数

年１２回
（月１回）

業
務
計
画

予
算
な
し

指定管理業務モ
ニタリング（年
次報告）

年次報告の評
価回数

年１回

業
務
計
画

予
算
な
し



業務棚卸評価シート
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

指定管理業務モ
ニタリング（利
用者アンケー
ト）

利用者アン
ケートの実施
回数

年１回 年１回

業
務
計
画

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

指定管理業務モ
ニタリング（実
地調査）

導入施設への
実地調査回数

年４回 年４回

業
務
計
画

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

会館の施設管理
（設備・舞台）
業務
（指定管理）

業務日数 年２９３日 年２９３日

業
務
計
画

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

清掃業務(警備を
含む）、その他
庭園管理業務等
（指定管理）

実施日数 年２９３日 年２９３日

業
務
計
画

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

設備の保守点検
業務
（指定管理）

項目数 年２８項目 年２８項目

業
務
計
画

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

会館の光熱水費
等の支出
（指定管理）

支出項目数 年６項目 年６項目

業
務
計
画

16 総
茅ヶ崎市民文
化会館再整備
事業

耐震補強・大規
模改修工事の準
備を進めるとと
もに代替施設の
確保や、文化芸
術事業の質の維
持を図る方策を
検討する。

市民
政
策
事業の進捗状況

関係機関等と
の協議

関係団体への
説明、代替施
設等の検討

変更設計準
備・市民への
周知

達成 Ａ

平成27年度から開館まで
の想定スケジュールの検
討を行い、次年度以降の
業務の洗い出しを行っ
た。

16
茅ヶ崎市民文
化会館再整備
事業

平成２８年度以
降の施設再整備
に向けた庁内調
整及び関係機関
との協議

財団との協議 適宜 ２回

16
茅ヶ崎市民文
化会館再整備
事業

再整備に伴う施
設利用者への周
知方法との検
討・協議

関係課との協
議

適宜 ２回



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

15

指定管理に関
する事業
（茅ヶ崎市民
文化会館）

16 総
茅ヶ崎市民文
化会館再整備
事業

16
茅ヶ崎市民文
化会館再整備
事業

16
茅ヶ崎市民文
化会館再整備
事業

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

指定管理業務モ
ニタリング（利
用者アンケー
ト）

利用者アン
ケートの実施
回数

年１回

業
務
計
画

予
算
な
し

指定管理業務モ
ニタリング（実
地調査）

導入施設への
実地調査回数

年４回

業
務
計
画

予
算
な
し

会館の施設管理
（設備・舞台）
業務
（指定管理）

業務日数 年２９３日

業
務
計
画

予
算
な
し

清掃業務(警備を
含む）、その他
庭園管理業務等
（指定管理）

実施日数 年２９３日

業
務
計
画

予
算
な
し

設備の保守点検
業務
（指定管理）

項目数 年２８項目

業
務
計
画

予
算
な
し

会館の光熱水費
等の支出
（指定管理）

支出項目数 年６項目

業
務
計
画

予
算
な
し

0.76

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 拡大

予
算
な
し

平成２８年度以
降の施設再整備
に向けた庁内調
整及び関係機関
との協議

財団との協議 適宜

業
務
計
画

予
算
な
し

再整備に伴う施
設利用者への周
知方法との検
討・協議

関係課との協
議

適宜

業
務
計
画

予
算
な
し
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

16
茅ヶ崎市民文
化会館再整備
事業

17 総
茅ヶ崎市民文
化会館修繕工
事

施設の適正な維
持管理を行い、
来館者の鑑賞環
境を保持すると
ともに、文化の
拠点としてより
良い運営を行
う。

市民
政
策
修繕工事の実施 適宜 適宜 適宜

該当事業
なし Ｚ 該当事業なし

17
茅ヶ崎市民文
化会館修繕工
事

修繕必要箇所の
把握及び優先順
位に応じた修繕

管理者との連
絡調整

適宜
該当事業な
し

18 総
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

郷土意識やまち
に対する愛着心
を育むため、資
料の調査・収
集・整理を行
い、「ヒストリ
アちがさき」等
を刊行する。

市

定
例
定
型

事業の進捗状況
市史刊行物年
２冊発行、作
成

市史刊行物年
２冊発行、作
成(総頁・発行
部数）

市史刊行物年
２冊発行、作
成作成(総頁・
発行部数）

6,141

市史刊行
物２冊の
発行・作
成(計１
５９頁
２,３０
０部）

Ａ

「ヒストリアちがさき
７」（95頁800部）・
「ブックレット１７」
（64頁1,500部）の市史
刊行物を２冊刊行し、目
標を達成した

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

編集作業 作業日数 年１３０日 年１１６日 1,275

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

刊行物の作成 印刷冊数 年2,200冊 年2,300冊 237

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

筆耕翻訳 原稿校正枚数 年４３０枚 年２５０枚 360

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

販売及び販売調
整

販売額
年620,000
円

年304,420
円



業務棚卸評価シート
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

16
茅ヶ崎市民文
化会館再整備
事業

17 総
茅ヶ崎市民文
化会館修繕工
事

17
茅ヶ崎市民文
化会館修繕工
事

18 総
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

耐震補強・大規
模改修工事の変
更設計の実施

関係課との協
議

適宜

業
務
計
画

予
算
な
し

0.34 なし 不可 未 高 中 中 縮小

予
算
な
し

修繕必要箇所の
把握及び優先順
位に応じた修繕

管理者との連
絡調整

適宜

予
算
な
し

0.43 7,667 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

編集作業 作業日数 年１３０日 1,426
維
持

刊行物の作成 印刷冊数 年2,300冊 228
維
持

筆耕翻訳 原稿校正枚数 年４３０枚 375
維
持

販売及び販売調
整

販売額
年507,000
円

予
算
な
し
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

市史資料調査、
整理、活用及び
普及活動

活動日数 ９４日 ６１日 3,323

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

史料集資料調査 調査日数 ３８日 １７日 17

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

寄贈写真・刊行
物の整理・保存

資料整理箱数 １０箱 ６箱 46

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

歴史資料の整
理・保存

資料点数 年５００点 年４１６点 870

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

文化資源の調査
研究にかかる情
報収集

聞き取り調査 ２回 ２回 3

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

県内関係機関に
かかる研修及び
情報交換

研修会 ２回 ２回 10

19 総
市史編さん委
員会に係る事
務

市史編さんに関
する市長の諮問
に応じて調査審
議し、その結果
を答申する。

委員

定
例
定
型

委員会の開催 年２回開催 年２回開催 年２回開催 53 １回 Ａ

市史編さん委員会の会議
開催１回で事業報告・計
画及び刊行物の価格改定
に関する諮問に対し、答
申を受け、目標を達成し
た

19
市史編さん委
員会に係る事
務

市史編さん事業
方針競技

市史編さん委
員会開催回数

年２回 年１回 53

20 総
保存期間満了
行政文書の整
理、保存

歴史的価値のあ
る文書を評価
し、整理・保存
を行います。
（仮称）公文書
管理条例の制定
に向けた調査・
研究を行いま
す。

市民

定
例
定
型

整理
保存箱数

40箱
40箱
（整理対象箱
数）

40箱
（整理対象箱
数）

業
務
計
画

３９箱
（1,141
箱）

Ａ
歴史的公文書の整理・保
存は、整理対象1,141箱
を選別し、39箱を整理・
保存し、目標を達成した
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

18
市史資料の収
集・保管及び
刊行事業

19 総
市史編さん委
員会に係る事
務

19
市史編さん委
員会に係る事
務

20 総
保存期間満了
行政文書の整
理、保存

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

市史資料調査、
整理、活用及び
普及活動

活動日数 ９０日 3,348
維
持

史料集資料調査 調査日数 ３０日 1,350
維
持

寄贈写真・刊行
物の整理・保存

資料整理箱数 １０箱 45
維
持

歴史資料の整
理・保存

資料点数 年５００点 885
維
持

文化資源の調査
研究にかかる情
報収集

聞き取り調査 ２回

予
算
な
し

県内関係機関に
かかる研修及び
情報交換

研修会 ２回 10
維
持

0.31 125 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

市史編さん事業
方針協議

市史編さん委
員会開催回数

年２回 125
維
持

0.45

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

20
保存期間満了
行政文書の整
理、保存

保存期間満了の
行政文書整理・
保存

整理保存箱数 ４０箱 ３９箱

業
務
計
画

20
保存期間満了
行政文書の整
理、保存

（仮称）公文書
管理条例の制定
に向けた調査・
研究

（仮称）公文
書管理条例の
制定及び評価
選別基準策定
協議回数

年４回 年２回

業
務
計
画

21 総
茅ヶ崎市開高
健記念館事業

開高健の業績を
後世に伝えると
ともに、市民の
教養の向上及び
文化の発展に資
する。

市民

定
例
定
型

事業の進捗状況
管理運営
年２回の企画
展

管理運営
年２回の企画
展

管理運営
年２回の企画
展

6,252 ２回 Ａ
年２回の企画展を開催
し、市民の教養の向上と
文化の発展を促進した。

21
茅ヶ崎市開高
健記念館事業

記念館の管理業
務及び運営庶務

開館日数 年１６５日 年１６５日 265

21
茅ヶ崎市開高
健記念館事業

記念館の運営業
務及び企画展の
開催
（委託）

開催回数 年２回 年２回 2,884

21
茅ヶ崎市開高
健記念館事業

清掃等の維持管
理業務
（委託）

業務数 ８業務 ８業務 1,661

21
茅ヶ崎市開高
健記念館事業

記念館の光熱水
費等維持管理に
係る支出

支出項目数 ７項目 ７項目 1,442

22 総
市民ギャラ
リーの運営管
理

市民の文化活動
の発表と鑑賞及
び創作活動の場
並びに講習会等
の場の提供のた
め

市民

定
例
定
型

開館日数 347日
347日
(利用件数）

347日
(利用件数）

4,351

347日(利
用件数
2437件）

Ａ

開館（347日）における
利用件数は、目標値の９
割（９３％）となってお
り、事業の指標を概ね達
成し、成果があがった。

22
市民ギャラ
リーの運営管
理

受付及び貸出業
務

利用件数 2,600件 2,437件 4,126



業務棚卸評価シート

（右側）
26/42

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

20
保存期間満了
行政文書の整
理、保存

20
保存期間満了
行政文書の整
理、保存

21 総
茅ヶ崎市開高
健記念館事業

21
茅ヶ崎市開高
健記念館事業

21
茅ヶ崎市開高
健記念館事業

21
茅ヶ崎市開高
健記念館事業

21
茅ヶ崎市開高
健記念館事業

22 総
市民ギャラ
リーの運営管
理

22
市民ギャラ
リーの運営管
理

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

保存期間満了の
行政文書整理・
保存

整理保存箱数 ４０箱

業
務
計
画

予
算
な
し

（仮称）公文書
管理条例の制定
に向けた調査・
研究

（仮称）公文
書管理条例の
制定及び評価
選別基準策定
協議回数

年４回

業
務
計
画

予
算
な
し

0.36 6,355 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

記念館の管理業
務及び運営庶務

開館日数 年１６８日 79
維
持

記念館の運営業
務及び企画展の
開催
（委託）

開催回数 年２回 3,128
維
持

清掃等の維持管
理業務
（委託）

業務数 ８業務 1,962
維
持

記念館の光熱水
費等維持管理に
係る支出

支出項目数 ７項目 1,186
維
持

1.95 4,566 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

受付及び貸出業
務

利用件数 2,600件 4,140
維
持



業務棚卸評価シート
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

22
市民ギャラ
リーの運営管
理

施設設備の修繕
等管理業務

修繕等項目数 適宜 ２ヶ所 225

23 総
生涯学習情報
の収集・提供

市民の学習活動
が円滑かつ活発
に行われるよう
学習情報の収
集・発信と学習
相談を行う。

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

相談件数 ７０件 ７５件 ８０件 1,219

業
務
計
画

72件 Ａ 事業の指標を概ね達成
し、成果があがった。

23
生涯学習情報
の収集・提供

学習情報誌
（紙）の発行

学習情報誌
（紙）の発行
回数

年５回 年５回 96

業
務
計
画

23
生涯学習情報
の収集・提供

学習情報誌
（紙）の発行

ボランティア
編集委員会開
催回数

年１５回 年２０回

業
務
計
画

23
生涯学習情報
の収集・提供

生涯学習情報の
収集

図書の購入 随時 １２冊 9

業
務
計
画

23
生涯学習情報
の収集・提供

生涯学習ガイド
ブック検索シス
テムメンテナン
ス

生涯学習ガイ
ドブック検索
システム保守
委託

随時 １１回 529

業
務
計
画

23
生涯学習情報
の収集・提供

生涯学習ガイド
ブック検索シス
テム庶務

情報収集・発
信

随時 ５回 585

業
務
計
画

24 総
まなび人材事
業

地域で活躍され
ている団体の指
導者等に市民講
師として登録し
てもらい、市民
に紹介し、地域
の学習活動を支
援する。

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

まなびの市民講
師の登録人数

５５人 ５５人 ５５人 644

業
務
計
画

58人 Ａ
新規の事業の指標を概ね
達成し、成果があがっ
た。

24
まなび人材事
業

まなび人材事業
庶務

市民からの市
民講座依頼件
数

年８０件 年７６件 600

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
28/42

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

22
市民ギャラ
リーの運営管
理

23 総
生涯学習情報
の収集・提供

23
生涯学習情報
の収集・提供

23
生涯学習情報
の収集・提供

23
生涯学習情報
の収集・提供

23
生涯学習情報
の収集・提供

23
生涯学習情報
の収集・提供

24 総
まなび人材事
業

24
まなび人材事
業

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

施設設備の修繕
等管理業務

修繕等項目数 適宜 426
維
持

2.02 1,407

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

学習情報誌
（紙）の発行

学習情報誌
（紙）の発行
回数

年５回 48

業
務
計
画

維
持

学習情報誌
（紙）の発行

ボランティア
編集委員会開
催回数

年１５回

業
務
計
画

予
算
な
し

生涯学習情報の
収集

図書の購入 随時 32

業
務
計
画

維
持

生涯学習ガイド
ブック検索シス
テムメンテナン
ス

生涯学習ガイ
ドブック検索
システム保守
委託

随時 530

業
務
計
画

維
持

生涯学習ガイド
ブック検索シス
テム庶務

情報収集・発
信

随時 797

業
務
計
画

維
持

0.85 713

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

まなび人材事業
庶務

市民からの市
民講座依頼件
数

年８０件 589

業
務
計
画

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

24
まなび人材事
業

生涯学習支援者
養成講座の開催

開催講座数
４講座
（年間）

１講座
（年間）

0

業
務
計
画

24
まなび人材事
業

まなびの市民講
師自主企画講座
の実施

講座開催件数
う

３６講座
（年間）

１７講座
（年間）

業
務
計
画

24
まなび人材事
業

まなびの市民講
師展示会及び合
同発表会

開催時期
平成２６年
７月

平成２６年
７月２３日

44

業
務
計
画

24
まなび人材事
業

まなびの市民講
師全体会

会議開催回数 ４回 ３回

業
務
計
画

25 総
生涯学習交流
サロン

講座開催回数
（Eメールを活用
した学習活動参
加のきっかけ作
りとなる様々な
情報の提供）

12回 12回
12回
（５００通）

31

業
務
計
画

2回 Ｂ

講座の開催数は指標に達
しなかったが、Eメール
を活用し、年間延べ５０
０名に対し学習活動参加
のきっかけ作りとなる
様々な情報提供を行っ
た。

25
生涯学習交流
サロン

子育て世代を対
象とする講座等
の開催

講座回数 １２回 年２回 31

業
務
計
画

26 総

市民ギャラ
リー生涯学習
相談体制の充
実（図書館窓
口の併設）

市民が気軽に学
習相談できる身
近な相談体制を
整備し充実を図
り、自主的・自
発的な学習支援
を行う。

市民
政
策

相談件数 120件 130件 140件 3,590

業
務
計
画

42件 Ｃ

市役所に近接した市民
ギャラリーでの事業の指
標達成はできなかった
が、市民が気軽に相談で
きる体制の充実を目的に
市役所の窓口及び新たな
施設であるハマミーナま
なびプラザ等の窓口を活
かし体制の見直しを行う
ことで、成果は今後見込
める。

26

市民ギャラ
リー生涯学習
相談体制の充
実（図書館窓
口の併設）

生涯学習相談 相談件数 １３０件 ４２件 3,590

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
30/42

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

24
まなび人材事
業

24
まなび人材事
業

24
まなび人材事
業

24
まなび人材事
業

25 総
生涯学習交流
サロン

25
生涯学習交流
サロン

26 総

市民ギャラ
リー生涯学習
相談体制の充
実（図書館窓
口の併設）

26

市民ギャラ
リー生涯学習
相談体制の充
実（図書館窓
口の併設）

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

生涯学習支援者
養成講座の開催

開催講座数
４講座
（年間）

84

業
務
計
画

維
持

まなびの市民講
師自主企画講座
の実施

講座開催件数
う

３６講座
（年間）

業
務
計
画

予
算
な
し

まなびの市民講
師展示会及び合
同発表会

開催時期
平成２７年
７月

40

業
務
計
画

維
持

まなびの市民講
師全大会

会議開催回数 ４回

業
務
計
画

予
算
な
し

0.58 30

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

Eメールを活用し
た学習活動参加
のきっかけ作り
となる様々な情
報の提供

メール送信者
数（延べ）

５００人 30

業
務
計
画

維
持

1.99 3,601

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

生涯学習相談及
び図書貸出

件数 ２０５０件 3,601

業
務
計
画

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

27 総
文化生涯学習
ポータルサイ
ト構築事業

だれもがどこか
らでも生涯学習
情報を収集でき
る検索システム
である文化生涯
学習ポータルサ
イトの構築を行
う。

市民等
政
策
事業の進捗状況

システムの構
築

アクセス件数 アクセス件数 433

業
務
計
画

16,962件 Ａ 事業の指標を概ね達成
し、成果があがった。

27
文化生涯学習
ポータルサイ
ト構築事業

システム構築に
かかる関係団体
との検討・協議

開催回数 １２回 １２回 433

業
務
計
画

28 総
生涯学習の機
会の提供

地域に根ざした
学習活動の促進
のため、市民主
導で事業を展開
する。庁内外と
の連携により市
民の多様な学習
ニーズに応え
る。

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

定員に対する受
講希望者の割合

１００％ １００％ １００％ 2,209

業
務
計
画

0.8215 Ａ

実施した講座の内容に
よっては目標の定員数を
絞らざるを得ないものも
あったが、事業の指標を
概ね達成し、成果は今後
見込める

28
生涯学習の機
会の提供

ちがさき市民大
学の開催

企画運営委員
会開催回数

年１２回
年１２回
（月１回）

45

業
務
計
画

28
生涯学習の機
会の提供

ちがさき市民大
学の開催

企画運営委員
会等開催のた
めの事務作業

随時 随時 583

業
務
計
画

28
生涯学習の機
会の提供

ちがさき市民大
学の実施

市民大学募集
人員

前・後期
各１００名

前期１０８
名
後期８４名

274

業
務
計
画

28
生涯学習の機
会の提供

大学公開講座の
開催（文教大
学）

公開講座募集
人員

２５０名 １１１名 392

業
務
計
画

28
生涯学習の機
会の提供

市民まなび講座
への講師派遣及
びその庶務

講座への講師
派遣件数

年５０件 年７６件

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

27 総
文化生涯学習
ポータルサイ
ト構築事業

27
文化生涯学習
ポータルサイ
ト構築事業

28 総
生涯学習の機
会の提供

28
生涯学習の機
会の提供

28
生涯学習の機
会の提供

28
生涯学習の機
会の提供

28
生涯学習の機
会の提供

28
生涯学習の機
会の提供

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

0.79 434

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

アクセス数 開催回数 １２回 434

業
務
計
画

維
持

0.83 2,299

業
務
計
画

なし 可
講座等の参加者
の居住条件等の
拡大

未 高 高 高 現状維持
維
持

ちがさき市民大
学の開催

企画運営委員
会開催回数

年１２回 53

業
務
計
画

維
持

ちがさき市民大
学の開催

企画運営委員
会等開催のた
めの事務作業

随時 598

業
務
計
画

維
持

ちがさき市民大
学の実施

市民大学募集
人員

前・後期
各１００名

256

業
務
計
画

維
持

大学公開講座の
開催（文教大
学）

公開講座募集
人員

２５０名 392

業
務
計
画

維
持

市民まなび講座
への講師派遣及
びその庶務

講座への講師
派遣件数

年５０件

業
務
計
画

予
算
な
し
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

28
生涯学習の機
会の提供

IT講習会開催に
係る庶務及び委
託料

講習会募集人
員

３０名
前期３０名
後期２９名

156

業
務
計
画

28
生涯学習の機
会の提供

企業連携検討会
議の開催、企業
訪問

打合せの回数 年６回 年６回

業
務
計
画

28
生涯学習の機
会の提供

企業連携による
工場見学会・講
演会

見学会及び講
演会募集人員

１２０名 ４２名

業
務
計
画

28
生涯学習の機
会の提供

生涯学習講座
(文化に触れる
等）

講座募集人員 １７０名 ５９名 0

業
務
計
画

28
生涯学習の機
会の提供

大学共催講座の
開催及び庶務
（立正大学デリ
バリーカレッ
ジ）

講座募集人員
全５回
５０名

全３回
７１名

業
務
計
画

28
生涯学習の機
会の提供

市民パソコン体
験コーナー運営
に係る庶務

消耗品の補充 随時 ３回 36

業
務
計
画

28
生涯学習の機
会の提供

市民パソコン体
験コーナー運営
に係る指導謝礼

指導謝礼の支
払い回数

１２回 １２回 723

業
務
計
画

29 総
茅ヶ崎市民文
化会館駐車場
有料化事業

利用者の利便性
の向上や目的外
利用の観点か
ら、駐車場の有
料化を行い、総
合体育館駐車場
等との一体的な
利用を図る。

市民等
政
策
駐車場有料化の
実施

関係機関との
協議

駐車場有料化
準備

駐車場有料化
実施

指定管理
者募集に
係る検討
会議を開
催

Ａ 一体管理にむけて検討を
行い、成果があった。

29
茅ヶ崎市民文
化会館駐車場
有料化事業

関係機関との準
備

開催回数 ５回 ５回



業務棚卸評価シート

（右側）
34/42

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

28
生涯学習の機
会の提供

28
生涯学習の機
会の提供

28
生涯学習の機
会の提供

28
生涯学習の機
会の提供

28
生涯学習の機
会の提供

28
生涯学習の機
会の提供

28
生涯学習の機
会の提供

29 総
茅ヶ崎市民文
化会館駐車場
有料化事業

29
茅ヶ崎市民文
化会館駐車場
有料化事業

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

IT講習会開催に
係る庶務及び委
託料

講習会募集人
員

３０名 160

業
務
計
画

維
持

企業連携検討会
議の開催、企業
訪問

打合せの回数 年６回

業
務
計
画

予
算
な
し

企業連携による
工場見学会・講
演会

見学会及び講
演会募集人員

１２０名

業
務
計
画

予
算
な
し

生涯学習講座
(文化に触れる
等）

講座募集人員 １７０名 44

業
務
計
画

維
持

大学共催講座の
開催及び庶務
（立正大学デリ
バリーカレッ
ジ）

講座募集人員
全５回
５０名

業
務
計
画

予
算
な
し

市民パソコン体
験コーナー運営
に係る庶務

消耗品の補充 随時 40

業
務
計
画

維
持

市民パソコン体
験コーナー運営
に係る指導謝礼

指導謝礼の支
払い回数

１２回 756

業
務
計
画

維
持

0.07 あり 不可 未 高 中 中 現状維持

予
算
な
し

関係機関との準
備

開催回数 ５回 あり
⑤受益者負担
の適正化

27年度
駐車場有料化
の実施時期 27

市民文化会館の
駐車場の有料化
を行う。

予
算
な
し



業務棚卸評価シート
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

30 総
ハマミーナま
なびプラザ管
理運営事業

茅ヶ崎市南西部
複合施設（ハマ
ミーナ）内にお
いて生涯学習を
通して様々な世
代の交流の中で
いきいきとした
コミュニティを
育む

市
政
策
有償施設の利用
者数

- - 12,000人 14,976

業
務
計
画

開館に伴
う準備作
業等の実
施

Ａ

平成27年4月のハマミー
ナまなびプラザの開館に
向け、条例並びに施設の
開館に必要な備品等開館
準備を行いました。

30
ハマミーナま
なびプラザ管
理運営事業

関係課との協議
プロジェクト
チームでの検
討会議

適宜 ２回

業
務
計
画

30
ハマミーナま
なびプラザ管
理運営事業

関係機関との協
議

関係団体等の
協議

適宜 ２回

業
務
計
画

30
ハマミーナま
なびプラザ管
理運営事業

市民ニーズの把
握

市民意見交換
会等の開催

適宜 １回

業
務
計
画

30
ハマミーナま
なびプラザ管
理運営事業

情報発信
ホームページ
の充実

適宜 ２回

業
務
計
画

30

茅ヶ崎市ハマ
ミーナまなび
プラザ（生涯
学習施設）の
開設
（旧　（仮
称）浜見平地
区複合施設整
備事業（生涯
学習施設））

（仮称）浜見平
生涯学習施設整
備に伴う予算案
の作成

予算案の作成 ７月 ７月 14,976

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

30 総
ハマミーナま
なびプラザ管
理運営事業

30
ハマミーナま
なびプラザ管
理運営事業

30
ハマミーナま
なびプラザ管
理運営事業

30
ハマミーナま
なびプラザ管
理運営事業

30
ハマミーナま
なびプラザ管
理運営事業

30

茅ヶ崎市ハマ
ミーナまなび
プラザ（生涯
学習施設）の
開設
（旧　（仮
称）浜見平地
区複合施設整
備事業（生涯
学習施設））

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

5.53 85,890

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 拡大
増
や
す

予
算
な
し

予
算
な
し

市民ニーズの把
握

利用者の満足
度

80％以上 1,100

業
務
計
画

増
や
す

情報発信
ホームページ
の充実・チラ
シの配布等

随時

業
務
計
画

予
算
な
し

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

30

茅ヶ崎市ハマ
ミーナまなび
プラザ（生涯
学習施設）の
開設
（旧　（仮
称）浜見平地
区複合施設整
備事業（生涯
学習施設））

30

茅ヶ崎市ハマ
ミーナまなび
プラザ（生涯
学習施設）の
開設
（旧　（仮
称）浜見平地
区複合施設整
備事業（生涯
学習施設））

31 総
茶室・書院管
理運営事業

松籟庵の運営管
理を指定管理者
に委託し、施設
管理の効率化及
びサービスの向
上を図る。

施設利
用者

政
策
茶室・書院利用
者数

2,800人 2,900人 3,000人

※27年度より公
園緑地課より文
化生涯学習課へ
事務移管

31
茶室・書院管
理運営事業

31
茶室・書院管
理運営事業

31
茶室・書院管
理運営事業



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

30

茅ヶ崎市ハマ
ミーナまなび
プラザ（生涯
学習施設）の
開設
（旧　（仮
称）浜見平地
区複合施設整
備事業（生涯
学習施設））

30

茅ヶ崎市ハマ
ミーナまなび
プラザ（生涯
学習施設）の
開設
（旧　（仮
称）浜見平地
区複合施設整
備事業（生涯
学習施設））

31 総
茶室・書院管
理運営事業

31
茶室・書院管
理運営事業

31
茶室・書院管
理運営事業

31
茶室・書院管
理運営事業

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

受付及び貸出業
務

利用件数 2000件 10,969

業
務
計
画

増
や
す

施設の運営管理
業務

修繕等項目数 随時 73,821

業
務
計
画

増
や
す

0.21 5,669 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

指定管理業務モ
ニタリング（実
地調査）

実地調査回数 4回／年

予
算
な
し

指定管理業務モ
ニタリング（月
次報告）

月次報告の評
価回数

年12回
（1回／
月）

予
算
な
し

指定管理業務モ
ニタリング（年
次報告）

年次報告の評
価回数

１回／年

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

31
茶室・書院管
理運営事業

31
茶室・書院管
理運営事業

31
茶室・書院管
理運営事業

888 総
災害応急対策
活動

市域に、地震
動・津波等を伴
う諸現象による
同時多発的災害
が発生した場合
に、被害を軽減
し、応急対策活
動を課として迅
速・的確に対処
する。

全市民
等

定
型
定
例

888
災害応急対策
活動

応急対策活動マ
ニュアルの充実

マニュアルの
見直し

２６年９月 ２６年９月

888
災害応急対策
活動

応急対策業務の
実施手順の検証

行動手順書の
見直し

２６年９月 ２６年９月

888
災害応急対策
活動

所属職員の応急
対策業務の実施
手順の習熟

所属内での訓
練・研修実施

２回 １回

888
災害応急対策
活動

統括調整部総括
情報班の応急対
策活動の習熟

統括調整部総
括情報班での
訓練・研修等
の実施

９回 ７回



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

31
茶室・書院管
理運営事業

31
茶室・書院管
理運営事業

31
茶室・書院管
理運営事業

888 総
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

指定管理業務モ
ニタリング（利
用者アンケー
ト）

利用者アン
ケートの実施
回数

１回／年

予
算
な
し

建物及び敷地内
の管理運営

茶室・書院年
間開放日数

306日 5,659
維
持

指定管理者選定
委員会

指定管理者選
定委員会の開
催

１回／年 10
維
持

0.25 なし

予
算
な
し

応急対策活動マ
ニュアルの充実

マニュアルの
見直し

２７年４月
２７年１０
月

予
算
な
し

応急対策業務の
実施手順の検証

行動手順書の
見直し

２７年４月
２７年１０
月

予
算
な
し

所属職員の応急
対策業務の実施
手順の習熟

所属内での訓
練・研修実施

２回

予
算
な
し

統括調整部総括
情報班の応急対
策活動の習熟

統括調整部総
括情報班での
訓練・研修等
の実施

９回

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 486,052 486,052

課かい名

施策目標

文化生涯学習課

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛
着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

888
災害応急対策
活動

関係機関との連
携強化

災害時の対応
についての協
議

２回 ２回

888 総 庁内共通事務

定
型
定
例

999 総 部内調整事務

定
型
定
例



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

888
災害応急対策
活動

888 総 庁内共通事務

999 総 部内調整事務

420,854 420,854

文化生涯学習課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

関係機関との連
携強化

災害時の対応
についての協
議

２回

予
算
な
し

0.21 なし

予
算
な
し

0.14 なし

予
算
な
し


